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大
村
秀
章
知
事
は
私
の
質
問
の
う
ち
、陶
磁

器
製
品
の
海
外
販
路
拡
大
に
関
す
る
支
援
策

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。海
外
販
路
の
拡
大
は

そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
が
、自
ら
の
製
品
の
魅
力
を

再
確
認
し
つ
つ
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
捉

え
た
上
で
の
製
品
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、県

と
し
て
は
、「
あ
い
ち
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
」

に
よ
り
、こ
う
し
た
新
商
品
開
発
を
支
援
し
、次

に
、海
外
の
販
路
開
拓
は
、陶
磁
器
単
品
で
は

な
く
、食
文
化
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
戦
略
的
に
売
り

込
み
、海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
、平
成
26
年
2
月
に
包
括
的
業

務
協
力
の
覚
書
を
締
結
し
た
ジ
ェ
ト
ロ
が
出
展

支
援
す
る
見
本
市
・
展
示
会
に
対
し
県
と
し
て

産
地
企
業
へ
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、産
地

組
合
自
ら
行
う
海
外
の
見
本
市
・
展
示
会
へ
の

出
展
を
補
助
す
る
こ
と
が
可
能
と
答
え
た
。

　

ま
た
、バ
イ
ヤ
ー
招
聘
に
つ
い
て
は
、販
路
拡

大
が
有
望
な
地
域
を
ジ
ェ
ト
ロ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
活
用
し
、キ
ー
と
な
る
バ
イ
ヤ
ー
を
発
掘
し

た
上
で
、産
地
企
業
が
参

加
し
商
談
会
を
開
催
す

る
ス
キ
ー
ム
を
今
年
度
新

た
に
構
築
し
、陶
磁
器
産

業
振
興
に
力
を
入
れ
る

と
大
村
知
事
は
答
え
た
。

（
2
面
参
照
）

長
江
正
成

愛
知
県
議
会
議
員

（
瀬
戸
市
選
出
）

県議会６月定例会、一般質問での大村知事答弁

長江正成県議会議員 事務所発行

“民進あいち”がリード

県政レポート
Minshin Press

民進あいち県政レポート

　愛知県議会6月定例議会は、6月19日～7月
6日まで開かれ、総額3億5,756万円の補正予算
案、条例改正議案8件、公安委員・人事委員
の選任人事案件等その他議案10件の議案を
可決・同意し、諮問1件を適当と認めました。
　補正予算の主な内容には、愛・地球博記念
公園における「ジブリパーク（仮称）」構想の
調査費用があります。本県は5月31日に、スタ
ジオジブリと愛・地球博記念公園にジブリ作
品群を保存し多くの方々に見て楽しんでいただ
ける「ジブリパーク（仮称）」をつくろうという
方向性で合意しました。2020年代初頭の開設
を目指し、スタジオジブリとともに本構想の具
体化に向けた検討を進めるための調査費用と
して2,000万円を計上しました。
　5月25日の臨時議会では正副議長をはじめ、

役員構成、委員会配属などを決定しました。
民進党県議員団では、中村すすむ県議（豊田
市、3期）を団長に選出、新しい役員体制が
決まりました。（4面に一覧表）
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第70回全国植樹祭は
どのように開催
されるの？

◎会場　愛知県森林公園
◎規模　1万人程度
◎時期　2019年春季（5、6月）

第70回全国植樹祭に
参加するには

どうすればいいの？
◎参加者はすべて招待制になります。
◎開催日決定後の平成30年秋ごろ
　に参加希望者を募集します。

第70回全国植樹祭以外に
参加できるイベントは

あるの？
◎県民の皆さんと全国植樹祭を
　盛り上げるために、地域植樹
　イベントなど行います。

農林水産委員会から  　　　　　　　紹介

愛知森林公園  式典会場予想図



日
比
た
け
ま
さ
総
務
会
長

（
6
月
21
日
、本
会
議
）

（
春
日
井
市
、2
期
）

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

民
進
党
代
表
質
問
か
ら

自
動
運
転
に
関
す
る
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

将
来
の
普
及
が
見
込
ま
れ
る
自
動
運
転
実
証
実

験
に
つ
い
て
、技
術
開
発
の
促
進
及
び
社
会
的
受
容
性
の

醸
成
を
図
る
観
点
か
ら
、今
年
度
、県
内
10
市
町
に
お
い
て

実
施
す
る
。

　
こ
の
う
ち
、運
転
席
に
人
が
乗
車
し
な
い
遠
隔
型
自
動

運
転
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
公
道
実
証
実
験
に
つ
い
て
は
、名

古
屋
市
、春
日
井
市
、幸
田
町
を
候
補
地
に
夏
頃
の
実
施
を

目
指
す
。

　
自
動
車
産
業
の
一
大
集
積
地
で
あ
る
と
い
う
強
み
を
最

大
限
に
生
か
し
て
、企
業
、大
学
、市
町
村
等
と
の
強
固
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
オ
ー
ル
あ
い
ち
」に
よ
る
自
動
運

転
の
社
会
実
装
を
進
め
て
い
く
。

知 

事
自
動
運
転
実
証
実
験

条
例
の
基
本
方
針
に
掲
げ
る「
社
会
的
価
値
の
実

現
」や「
労
働
環
境
の
確
認
」に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

「
社
会
的
価
値
の
実
現
」に
つ
い
て
は
、昨
年
7
月

に
運
用
を
開
始
し
て
か
ら
、「
女
性
の
活
躍
促
進
宣
言
」の

提
出
企
業
が
、2
7
3
社
か
ら
7
8
4
社
に
、「
あ
い
ち
女

性
輝
き
カ
ン
パ
ニ
ー
」の
認
証
企
業
が
、80
社
か
ら
2
4
1

社
に
増
え
る
な
ど
、着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　「
労
働
環
境
の
確
認
」に
つ
い
て
は
、本
年
3
月
に
適
用

第
１
号
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て
以
降
、労
働
環
境
報
告
書

が
県
に
順
次
提
出
さ
れ
て
お
り
、事
業
者
の
理
解
を
得
て
、

順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
今
年
度
は「
公
契
約
の
活
用
が
各
施
策
の
推
進
に
ど
の

程
度
貢
献
し
て
い
る
か
」と
い
う
観
点
か
ら
、効
果
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、「
協
議
の
場
」を
開
催
し
、各
分
野
の
方
々

の
ご
意
見
を
伺
う
。

知 

事
公
契
約
条
例
の
進
捗
状
況

部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
た
本
県
の
対
応
に
つ

い
て
。

昨
年
12
月
に
、部
落
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
初
め
て
明
記
し
た
「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と

は
、大
変
、意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
法
律
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
人
権
啓
発
の
拠
点
施
設
で

あ
る「
あ
い
ち
人
権
啓
発
プ
ラ
ザ
」を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、新
た
な
課
題
に
も
目
配
り
し
つ
つ
、部
落
差
別
解
消

に
向
け
た
人
権
教
育
・
啓
発
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
、心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
は
、県

民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、国
、市
町
村
、学
校
、関
係
団

体
等
と
の
連
携
を
十
分
に
図
り
つ
つ
、
部
落
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

知 

事
部
落
差
別
解
消
推
進
法
へ
の
取
組

詳
し
く
は
愛
知
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/
g
ik
a
i/

「
あ
い
ち
は
ぐ
み
ん
プ
ラ
ン
」で
は
、必
要
保
育
士

等
の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
く
が
、保
育
需
要
が
年
々
高

ま
る
状
況
下
で
、待
機
児
童
解
消
に
つ
な
が
る
の
か
。

「
は
ぐ
み
ん
プ
ラ
ン
」の
中
の
必
要
保
育
士
等
の

見
込
み
数
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
の
数
の
減
少
傾
向
を
反

映
し
て
、年
々
減
少
す
る
と
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト

し
、保
育
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
さ
れ
た
こ
と
や
女
性
の
活
躍

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ
り
、新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ
が
掘

り
起
こ
さ
れ
、必
要
な
保
育
士
の
数
は
、当
初
の
見
込
み
を

上
回
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
」の
中

間
見
直
し
を
予
定
し
て
お
り
、こ
の
中
で
保
育
の
必
要
な

子
ど
も
の
見
込
み
数
と
そ
れ
に
連
動
す
る
必
要
な
保
育
士

の
見
込
み
数
を
上
積
み
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

知 

事
保
育
士
確
保
に
向
け
た
取
組
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県
住
空
き
家
修
繕
の
不
備
追
及

健
康
寿
命
の
ば
す
政
策
強
化
を

民
進
党
一
般
質
問
か
ら

民
進
党
一
般
質
問
か
ら

　
黒
田
太
郎
議

員（
千
種
区
、１

期
）は
、健
康
寿

命
の
延
伸
は
財

政
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、県
民
の
幸
せ
な
人
生
に
つ

な
が
る
と
の
観
点
か
ら
、「
介
護
予

防
」、「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」、「
口
腔

ケ
ア
」の
三
つ
を
取
り
上
げ
、県
の
対

応
強
化
を
求
め
た
。ま
た
、健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
、産
官
学
の
連
携
を
要
望

し
た
。

　

県
で
は
、「
介
護
予
防
」に
つ
き
、地

域
住
民
の
自
発
的
な
活
動
を
増
や
し
、

住
民
主
体
に
よ
る
体
操
教
室
な
ど
通

い
の
場
が
よ
り
一
層
拡
大
す
る
よ
う

市
町
村
を
支
援
す
る
と
表
明
。ま
た
、

「
ア
ニ
ア
ル
セ
ラ
ピ
ー
」に
つ
き
、医
療

や
介
護
の
現
場
で
効
果
が
確
認
さ
れ

　

長
江
正
成
議

員（
瀬
戸
市
、３

期
）
は
水
辺
の

緑
の
回
廊
事

業
、県
営
住
宅
、

文
書
管
理
、
地

場
産
業
に
つ
い
て
県
の
姿
勢
を
質
問

し
た
。

　

回
廊
事
業
は
、実
施
要
領
の
見
直
し

と
実
態
調
査
を
事
業
開
始
後
２０
年
で

初
め
て
行
う
と
答
え
た
。評
価
に
つ
い

て
は
植
樹
後
に
管
理
を
す
る
地
域
住

民
に
本
事
業
の
趣
旨
を
充
分
伝
え
な

か
っ
た
こ
と
や
、事
業
の
初
期
段
階
に

民進あいち県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
詳
細
は

検
索

は
、一
律
の
割
合
で
高
木
を
植
樹
し
た

こ
と
で
良
く
な
い
事
例
が
あ
っ
た
と

答
え
た
。

　

県
営
住
宅
の
空
き
家
修
繕
に
つ
い

て
は
、業
者
が
ず
さ
ん
施
工
を
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、今
後
は
現
在
の
確

認
検
査
方
法
に
加
え
、修
繕
実
施
前
に

公
社
職
員
が
住
宅
に
出
向
き
修
繕
箇

所
や
修
繕
方
法
の
事
前
確
認
を
行
い

適
切
な
空
家
修
繕
に
努
め
る
と
答
え

た
。ま
た
、県
営
住
宅
で
撤
去
し
た
吹

付
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、当
知
住
宅
は
８
０

４
戸
中
、７
０
３
戸
の
住
戸
内
の
浴
室

で
、厚
さ
１０
㎜
、合
計
面
積
１
，４
０
６
㎡

県
証
紙
廃
止
の
改
革
を
提
案

　

森
井
元
志
議

員（
守
山
区
、３

期
）
は
、
年
間

3
0
0
0
人
以

上
の
方
が
亡
く

な
る
子
宮
頸
が

ん
対
策
に
つ
い
て
質
問
。国
が
ワ
ク
チ

ン
の
副
反
応
問
題
以
降
有
効
な
手
立

て
を
打
て
な
い
中
、検
診
受
診
率
を
上

げ
る
ほ
か
予
防
の
方
法
が
な
い
。厚
労

省
の
判
断
を
待
た
ず
に
県
下
の
8
つ

の
市
町
で
は
新
し
い
効
果
的
な
検
査

方
法
を
導
入
す
る
が
、こ
れ
ら
の
市
町

に
対
し
て
県
と
し
て
支
援
は
で
き
な

い
か
と
問
い
か
け
た
が
、残
念
な
が
ら

県
単
独
で
の
支
援
は
難
し
い
が
、研
究

を
続
け
情
報
の
共
有
な
ど
に
努
め
る

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、県
が
昭
和
３９
年
か
ら
運
転
免

許
の
更
新
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど

で
利
用
し
て
い
る
愛
知
県
証
紙（
昨

年
度
約
４
９
０
万
件
の
利
用
）に
つ
い

て
は
、申
請
手
数
料
と
し
て
持
参
し
た

現
金
を
一
度
こ
の
愛
知
県
証
紙
に
変

え
る
の
は
県
民
に
と
っ
て
余
分
な
ひ

と
手
間
だ
と
考
え
る
。東
京
都
、大
阪

府
な
ど
で
す
で
に
廃
止
、現
金
支
払
い

や
コ
ン
ビ
ニ
決
済
な
ど
の
支
払
い
方

法
へ
転
換
す
る
動
き
が
で
て
い
る
中
、

本
県
で
も
利
便
性
の
向
上
、県
行
政
事

務
の
近
代
化
に
も
つ
な
が
る
と
県
民

目
線
の
改
革
案
を
提
案
し
た
。

空
き
家
活
用
し
た

困
窮
者
支
援

小
山
た
す
く
議

員（
み
よ
し
市
、

３
期
）は
、住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
法
改
正
に

伴
う
新
た
な
入

居
者
支
援
や
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

が
可
能
に
な
っ
た
点
を
質
問
。県
は
新

た
な
制
度
に
お
い
て
、住
宅
確
保
要
配

慮
者
の
住
ま
い
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
、増
加
す
る

空
き
家
対
策
な
ど
、市
町
村
が
抱
え
る

課
題
へ
の
対
応
も
可
能
と
な
り
、空
き

家
・
空
き
室
を
所
有
、管
理
さ
れ
る
方
々

に
と
っ
て
も
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
に
も
繋
が
る
と
の
見
解
を
示
し
、市

町
村
へ
の
情
報
提
供
と
連
携
を
図
っ
て

制
度
を
活
用
し
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

　

ま
た
、小
学
校
へ
の
英
語
教
育
導
入

に
つ
い
て
は
、英
語
の
教
科
化
に
伴
う

教
員
へ
の
研
修
支
援
の
拡
充
を
要
望
。

県
か
ら
は
、県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、本
年
７
月
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
講
で
き
る「
小
学
校
英
語
の

基
礎
講
座
」を
開
設
し
、希
望
す
る
教
員

全
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、今
年
度
中
に
、各
小
学
校
の
校
内
研

修
で
活
用
で
き
る
英
語
の
授
業
の
実
践

事
例
集
を
作
成
し
、県
内
全
て
の
小
学

校
に
配
付
す
る
と
答
弁
し
た
。

　
高
木
ひ
ろ
し

議
員（
瑞
穂
区
、

4
期
）は
、障
害

者
差
別
解
消
法

1
年
の
現
状
お

よ
び
課
題
と
、

沖
縄
へ
の
機
動
隊
派
遣
問
題
に
つ
い

て
質
し
た
。

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
は
、障
害

者
差
別
の
重
大
さ
を
浮
き
彫
り
に
す

る
と
同
時
に
、大
規
模
な
障
害
者
入
所

施
設
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
た
。50
年

目
を
迎
え
る
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ

ロ
ニ
ー（
春
日
井
）も
10
年
前
か
ら
再

編
と
地
域
移
行
に
取
り
組
む
。高
木
議

員
は
、県
全
体
の「
施
設
か
ら
地
域
へ
」

の
移
行
の
進
捗
を
尋
ね
た
の
に
対
し
、

健
康
福
祉
部
長
は
入
所
者
の
高
齢
化

や
重
度
化
を
理
由
に
、計
画
の
大
幅
な

遅
れ
を
認
め
た
。知
事
は「
障
害
者
が

身
近
な
と
こ
ろ
で
、必
要
な
支
援
や
医

療
を
受
け
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
さ
ら
に
努
力
す
る
」と
答
弁
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、特
別
支

援
学
校
の
在
籍
者
が
増
加
し
て
い
る
。

高
木
議
員
は
、す
べ
て
の
5
歳
児
に

「
就
学
通
知
」を
出
す
こ
と
で
、障
害
が

あ
っ
て
も
地
域
の
小
学
校
就
学
を
基

本
と
す
べ
き
だ
と
訴
え
、こ
れ
を
支
援

す
る
措
置
を
県
教
委
に
求
め
た
。

　

沖
縄
慰
霊
の
日
に
あ
た
り
、昨
年
7

月
の
沖
縄
へ
の
愛
知
県
機
動
隊
派
遣

の
経
緯
と
是
非
を
警
察
本
部
長
と
公

安
委
員
に
訊
ね
た
が
、「
テ
ロ
リ
ス
ト

等
に
警
備
体
制
が
知
ら
れ
る
」な
ど

と
、派
遣
人
数
も
期
間
も
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
。

障
害
者
が
暮
ら
せ
る
地
域
を

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、動
物
介
在
活

動
に
取
り
組
む
団
体
と
と
も
に
、ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
支
援
す
る
と

表
明
。さ
ら
に
、「
口
腔
ケ
ア
」に
つ
き
、

定
期
歯
科
受
診
と
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
啓
発
、３
６
０
名
の
在
宅
に
対
応
で

き
る
歯
科
衛
生
士
育
成
、を
表
明
す

る
と
と
も
に
、在
宅
歯
科
医
療
の
提

供
に
必
要
な
講
義
及
び
実
習
を
行

い
、本
年
度

末
ま
で
に

約
３
０
０

名
の
在
宅

に
対
応
で

き
る
歯
科

医
師
養
成

を
表
明
し

た
。

使
用
。ま
た
、花
池
住
宅
は
１
棟
と
４

棟
の
共
用
廊
下
で
、厚
さ
１５
㎜
、面
積

１
，２
２
７
㎡
使
用
。一
方
、除
去
工
事

以
前
か
ら
現
在
も
入
居
世
帯
が
、当
知
住

宅
２
６
２
世
帯
、花
池
住
宅
５８
世
帯
と

答
え
た
。
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